
第１回 山形県豚熱対策連絡会議 

 

日時 令和２年１２月２８日（月） 

13時30分から14時30分まで 

場所 県庁 講堂 

 

次     第 

１ 開 会   

  

２ あいさつ 

 

３ 報 告 

（１）農林水産部豚熱対策本部の設置について 

（２）豚熱の対応状況について 

（３）状況報告 

  ① 全農山形畜産部 

  ② 山形県畜産協会 

  ③ 山形県養豚協会 

  ④ 山形県配合飼料価格安定基金協会 

  ⑤ 東北農政局山形県拠点 

  ⑥ 流通関係の状況 

 

４ 協 議 

（１）今後の防疫対策の徹底について 

  ① 各農場における防疫対策の徹底について 

  ② 防護柵の設置徹底について 

（２）風評被害の防止に向けた取組について 

 

５ その他 

 

６ 閉  会  



役　　職　　名 出席者氏名 備　　考

地域・担い手サポートセンター長 秋葉　定

畜産部長 岡部　仁幸

専務理事

事務局長

常務理事 三上　豊治

（欠席）

事務局長 武田　正人

事務局長 大石　広助

地方参事官 平野　勝由

農林水産部豚熱対策本部 本部長 農林水産部長 高橋　雅史

副本部長 農林水産部次長 星　里香子

副本部長 農林水産部技術戦略監(兼)次長 佐藤　純

本部員 参事(兼)森林ノミクス推進課長 齋藤　潔

農政企画課長 保理　利光

農業経営・担い手支援課長 菊地　繁美

６次産業推進課長 小室　邦秀

農産物流通販売推進室長 杉浦　範信

県産米ブランド推進課長 武田　貞義

農業技術環境課長 丸子　武志

園芸農業推進課長 佐藤　寧

畜産振興課長 上野　宏樹

畜産振興課課長補佐 岩澤　信治

水産振興課長 小林　克靖

農村計画課長 小谷　匡

農村整備課長 木村　眞一

産業経済部長 鈴木　仁 Web参加

産業経済部長 我妻　悟 Web参加

産業経済部長 川井　信哉 Web参加

産業経済部長 加藤　泰弘 Web参加

みどり自然課長 石山　清和

所長 齋藤　常幸 Web参加
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令和２年１２月２６日 

一部改正 令和２年１２月２８日 

農 林 水 産 部 

山形県農林水産部豚熱対策本部の設置について 

第１ 趣旨 

 本県における豚熱発生事案に即応し、そのまん延防止に資するため、当分の間、

山形県豚熱対策本部（第２において「県対策本部」という。）における農林水産

分野の総合調整を行うため、山形県農林水産部豚熱対策本部（以下「農林水産部

本部」という。）を設置する。 

 

第２ 所掌事務 

 農林水産部本部において所掌する事務は、農林水産分野に係る次に掲げるも

のとする。 

（１）県対策本部に対する、県対策本部に置かれる各班の活動状況の報告に関す

る事務 

（２）総合支庁、市町村及び関係機関との情報交換・調整に関する事務 

（３）相談窓口の設置及び運営に関する事務 

（４）その他必要な事務 

 

第３ 構成員 

 農林水産部本部の構成員は、本部長、副本部長及び本部員とし、別表に掲げる

者をもって充てる。 

 

第４ 事務局 

 農林水産部本部の目的を達成するため、農政企画課において農林水産部本部

の事務を処理する。 

 

第５ その他 

 この設置要綱に定めるもののほか、農林水産部本部の目的を達成するため必

要な事項については、農林水産部長が別に定める。 

 

第６ 施行期日及び設置期限 

 農林水産部本部は、令和２年１２月２６日から当分の間、設置されるものとす

る。 

 

 



別表 

構成員 職名 所掌事務 

本部長 農林水産部長 事務の総括に関すること 

副本部長 農林水産部次長 
本部長を補佐すること 

農林水産部技術戦略監(兼)次長 

本部員 農政企画課長 総合支庁との総合調整及び他

の構成員の所掌に属さない事

務に関すること 

農業経営・担い手支援課長 豚熱が発生した農業経営体に

対する経営支援に関すること 

６次産業推進課長 風評被害の防止及び対策に関

すること 農産物流通販売推進室長 

農村計画課長 
現地状況の把握に関すること 

農村整備課長 

畜産振興課長 防疫対応及び衛生対策に関す

ること 

畜産振興課課長補佐（総括） 家畜保健衛生所との連絡調整

に関すること 

参事（兼）森林ノミクス推進課長 本部長が指示する事項に関す

ること 県産米ブランド推進課長 

農業技術環境課長 

園芸農業推進課長 

水産振興課長 

 



令和２年１２月２８日 

農林水産部豚熱対策本部 

豚熱への対応状況 
 

１ 殺処分の状況 

〇 26日 17時 25分に全頭（1,250頭）の殺処分が完了した。 

 

２ 埋却処分等の状況 

 ○ 現地の建設業協会との協定に基づき、畜舎近くの敷地に 1,200㎥の埋却溝を掘削（地中に

水道管が埋設されており、迂回工事を行った）。 

 ○ 26 日 20 時 50 分から埋却作業を開始。フレコンバック（土のう用の大袋）に殺処分後の

死体を詰め、全て投入済み。現在、敷料等を投入中。埋却場所の埋め戻し等必要な防疫措置

は 28日 18時までには終了する見通し。 

 

３ 防疫体制の状況 

 ○ 現地対策支部において、３交替 24時間体制で作業を進めた（第３班（26日 12時〜20時）

までは庄内総合支庁、市町、ＪＡ等関係団体職員による体制で実施）。 

○ 第４班（26日 20時〜）以降は、本庁からも職員を派遣し、死体の搬出、畜舎清掃、汚染

物品の処理、消毒等の作業を行っている。 

 ※作業員の編成状況 

 人数 作業時間 編  成 

第１班 ６２ 25日 21時～26日  4時 
庄内総合支庁、市町、ＪＡ

等関係団体職員 
第２班 ６５ 26日  4時～26日 12時 

第３班 ６１ 26日 12時～26日 20時 

第４班 ２７ 26日 20時～27日  4時 

県本庁職員等 
第５班 ２７ 27日  4時～27日 12時 

第６班 ２７ 27日 12時～27日 20時 

第７班 ２７ 27日 20時～28日  4時 

第８班 ３２ 28日  4時～28日 12時 庄内総合支庁職員等 

第９班 ３２ 28日 12時～28日 20時（予定） 県本庁職員等 

 

４ 移動・搬出制限の実施 

 ○ ①発生畜舎から３ｋｍ以内の１農場に移動制限を、②10ｋｍ以内の 15 農場（うち現在飼

養中は 14農場）に搬出制限を、25日にそれぞれ通知済。 

 ○ その後制限の遵守状況を庄内総合支庁家畜保健衛生課において随時確認。 

 〇 出荷の可否は下記のとおり。 

 移動制限 搬出制限 

ワクチン接種 あり 原則可 原則可 

なし 条件付き可① 条件付き可② 
 

移動制限に係る条件（①） 搬出制限に係る条件（②） 

・発生状況確認検査（患畜等確認後 24時間以内）が陰性 

・出荷日の３日以内の採材検体が陰性 
・臨床検査で異常がないことを確認 

 
 <国の防疫指針より> 



５ 消毒ポイントの設置 

 ○ 畜舎への交通の要所となる６地点に消毒ポイントを設置し、24 時間体制で消毒ポイント

を運営中（12/28(月)18時まで）。29日以降は、当面の間、５地点（1地点閉鎖）において、

午前５時から午後８時まで運営。 

 ○ 対象は防疫措置に影響のある畜産関係車両（一般車両については消毒は実施せず）。 

27日 13時時点まで 27台を消毒。 

    

６ 県内全農場への防疫体制強化 

 ○ 県内 93箇所の豚・いのしし飼養農家に対し、25日昼までに各総合支庁家畜保健衛生 

  課から、消毒や野生生物の侵入防止等の防疫措置の徹底を指示。 

 ○ 農場において飼養している豚に異常が見られる場合は、直ちに所轄の家畜保健衛生 

  所に連絡するよう徹底。 

 

７ 風評被害の防止 

 ○  県産豚肉に対する風評被害を防止するため、「豚熱は人に感染しない」「豚熱にか 

  かった豚の肉が市場に出回ることはない」ことについて、マスコミ各社に周知を依頼 

  済み。ＨＰに風評被害防止のためのチラシを掲載。 

 ○ さらにこの趣旨を周知徹底するよう、JAグループ山形等関係機関に依頼済み。 

 〇 対応状況は、県の農林水産業分野ＨＰに掲載し、随時更新する。 

 

８ 相談窓口の設置 

〇 豚熱に関する農林水産業関係相談窓口を、畜産振興課及び農政企画課に設置（26 日付、

平日（８時 30分〜17時 15分）のみ）。なお、各総合支庁家畜保健衛生課の相談窓口は、24

時間体制で相談を受け付けている。 

 

以 上 







令和２年 12月 28日 

畜 産 振 興 課 

 

 

県内養豚場における防護柵の設置状況 

 

１ 野生いのしし侵入防止の防護柵設置状況 

＜Ｒ２年 12月 28日現在＞ 

  農場数 設置済 未設置 
未設置の内訳 

着工中 未着工 

村山 13 13 0 - - 

最上 4 2 2 2 - 

置賜 17 14 3 3 - 

庄内 59 37 22 10 12 

計 93 66 27 15 12 

 

２ 今後の対応 

 〇未設置の養豚経営者に対し野生イノシシ侵入防止のための防護柵の設置について、関係

機関・団体と連携しながら全農場が設置完了となるまで、推進体制の強化を実施。 

 

○家畜伝染病予防法に基づく飼養衛生管理基準（防護柵・防鳥ネットを含む）の遵守徹底

について関係機関・団体と連携しながら引き続き指導を強化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




